
１．日時　：　平成２４年　５月２９日（火）　1５:００～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　 鳥取環境大学理事　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　
部会員　　清水　正喜　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成24年 3月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全３０件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全　７件
　 ・標準型・・・　　　　　０件
　 ・簡易型・・・　　　　　７件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
－ － － － － － －
－ － － － － － －

計 0 0 0 0 0 0 0

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
法面処理 － － 1 － - － 1
造園 － － 2 － － － 2
塗装 － － 3 － － － 3
電気設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － －
計 0 0 7 0 0 0 7

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全　２３件
　 ・標準型・・・　　 　 　１件
　 ・簡易型・・・　　　　２２件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1

－ － － － － － －
－ － － － － － －

計 0 0 0 0 1 0 1

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 8 － － － 8
維持修繕 － － 4 － － － 4
塗装 － － 3 － － － 3
法面処理 － － 2 － － － 2
通信設備 － － 2 － － － 2
予備電源設備 － － 1 － － － 1
電気設備 － － 1 － － － 1
建築工事 － － 1 － － － 1

－ － － － － － －
計 0 0 22 0 0 0 22

工種 計

工種
加算点の合計

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第６６回）開催結果の概要

加算点の合計
工種 計

加算点の合計
備考

備考

工種
加算点の合計

計

備考

計 備考



　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・１６件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・　１１件

　　　【標準型】・・・ 　４件
　　　【簡易型】・・・ 　７件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　０件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・　１件

　　　【標準型】・・・ 　１件
　　　【簡易型】・・・ 　０件

　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　４件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
完
成
・
引
渡
工
事
実

績

1 鳥取
ダ
ム 殿ダム神護地区法面工事 法面処理 -

道路土工
　掘削工　1式
法面工
　植生基材吹付　1式
　ｱﾝｶｰ工　L=4,618m
　鋼製受圧板　N=171基
地下水排除工
　集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工　L=630m
排水構造物工
　側溝工　1式
構造物撤去工　1式
仮設工　1式

　本工事は、鳥取県鳥取市国府町
神護地内で発生した法面工事を行
うものである。

4月
上
旬

64.0 15 15 10
アンカー工の品質
管理

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 5月22日

2 鳥取
道
路 鳥取管内植樹維持作業 造園 B

高木剪定　約70本
中低木剪定　約670本
寄植剪定　約28,000m2

　本作業は、現道上の作業が大部
分を占めており、道路利用者に対
する安全対策が重要である。

4月
中
旬

64.0 15 15 10

中央分離帯及び歩
道上作業時におけ
る一般交通への安
全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 5月30日

3 鳥取
道
路 鳥取区画線工事 塗装 -

薄層カラー舗装
　A=約1,000m2
溶融式区画線（一般）
　L=約5,200m
溶融式区画線（排水性）
　L=約2,000m
ペイント式区画線
　L=約75,000m
区画線消去（一般）
　L=約300m

　本工事は、鳥取国道維持出張所
管内での区画線工事であり、交通
量の多い道路での区画線工事なの
で、工事中の一般交通への安全対
策が重要である。

4月
中
旬

64.0 15 15 10
2車線区間での施
工時の一般交通車
両への安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 5月30日

4 鳥取
道
路 郡家区画線工事 塗装 -

薄層カラー舗装
　A=約1,100m2
溶融式区画線（一般）
　L=約6,800m
溶融式区画線（排水性）
　L=約1,800m
ペイント式区画線
　L=約50,000m
区画線消去（一般）
　L=約500m

　本工事は、郡家国道維持出張所
管内での区画線工事であり、交通
量の多い道路での区画線工事なの
で、工事中の一般交通への安全対
策が重要である。

4月
中
旬

64.0 15 15 10
2車線区間での施
工時の一般交通車
両への安全対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 5月31日

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用工事概要

ラ
ン
ク

⑥地域精通度・地域貢献度

オ）

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

①-1　簡易な施工計画の加算点

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

施工体制

区
分
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ） コ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

配
置
予
定
技
術
者
の
完
成
・
引
渡
工
事
実

績

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用工事概要

ラ
ン
ク

⑥地域精通度・地域貢献度

オ）

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

①-1　簡易な施工計画の加算点 ③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

施工体制

区
分

5 倉吉
道
路 国道９号倉吉管内区画線工事 塗装 －

工事延長L=115.4km
・溶融式区画線　L=21,000m
・ペイント式区画線
L=26,000m
・高視認性区画線　L=300m
・区画線消去　　　　L=60m

本工事は倉吉河川国道事務所管
内における区画線工事である。
本工事は幹線道路である国道９号
を規制しての工事であり、施工中に
おける通行車両への安全確保が重
要である。

4月 64.0 15 15 10

国道９号（現道）に
おける片側交互通
行規制時の通行車
両への安全対策

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1 6月8日

6 倉吉
道
路

国道９号倉吉管内植樹管理作
業

造園 B

植栽維持工　１式
・樹木剪定　500本
・寄植剪定　15,300m2
・樹木施肥　50本
・寄植・芝施肥　500m2
・樹木薬剤散布　50本
・寄植・芝薬剤散布　150m2
・除草　17,500m2

本作業は、一般国道９号の倉吉河
川国道事務所管内の道路植栽の
維持管理を行うものである。
本作業は幹線道路である国道9号
を規制しての作業であり、施工中に
おける通行車両の安全確保が重要
である。

4月 64.0 15 15 10
路肩規制時におけ
る通行車両への安
全対策

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1 6月8日

7 倉吉
道
路

米子道路米子第１トンネル照明
設備工事

電気設備 B

トンネル照明設備　１式
・入口照明　　　　128灯
・基本照明　　　　　61灯
・坑口照明　　　　　２基
・据付撤去工　　　１式

本工事は、米子道路米子第１トンネ
ルで使用するトンネル照明設備の
更新を行う工事である。
トンネル照明の施工は高所、暗所
での作業であることから施工時の第
三者に対する安全に配慮すること
が重要である。

4月 64.0 15 15 10
トンネル照明施工
時の第三者への安
全対策について

6 1 2 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1 6月6日
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

        

1 倉吉
道
路 中山名和道路甲川橋床版工事 一般土木 C

甲川橋
床版工　A=1,180m2
橋梁用防護柵　１式
排水装置　１式
橋梁足場工　１式

　本工事は一般国道９号中山
名和道路のうち鳥取県西伯郡
石井垣地内における甲川橋の
床版工事である。ＰＣ床版の
耐久性及び安全性の向上を
図るためPC鋼材の腐食対策
等、横締PCｹｰﾌﾞﾙの品質・耐
久性の向上を図る事が重要で
ある。

横締PCｹｰﾌﾞﾙの品
質・耐久性の向上

公
告
予
定
日

オ）

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑥地域精通度・地域貢献度 ⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

工事の特性

加
算
点
の
合
計

ラ
ン
ク

工事概要

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力施工体制 技術提案、施工計画

1 2 3
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） カ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）
評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
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績
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績
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績
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績
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績
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Ｓ
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績
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績
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績
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擁
護
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1 鳥取
河
川

千代川長谷災害復旧工事 一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

床止工　L=130m
仮設工　１式

　本工事は、長谷地先における災害復旧工事
である。工事による汚濁水が河川に流れ込む
と漁業に影響が出ることから、濁水対策が重
要であるため。

河川への水質汚濁防止対
策

2 鳥取
河
川

千代川釜口護岸災害復旧工事 一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

護岸工　L=60m
根固工　L=170m
仮設工　１式

　本工事は、釜口地先における護岸災害復旧
工事である。工事による汚濁水が河川に流れ
込むと漁業に影響が出ることから、濁水対策が
重要であるため。

河川への水質汚濁防止対
策

3 鳥取
河
川

千代川片山護岸災害復旧工事 一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

護岸工　L=40m
根固工　L=130m
仮設工　１式

　本工事は、片山地先における護岸災害復旧
工事である。工事による汚濁水が河川に流れ
込むと漁業に影響が出ることから、濁水対策が
重要であるため。

河川への水質汚濁防止対
策

4 鳥取
河
川

千代川円通寺護岸補修他工事 維持修繕 －
護岸工　L=60m
仮設工　一式

本工事は、円通寺地先における護岸補修工事
である。工事による汚濁水が河川に流れ込む
と漁業に影響が出ることから、濁水対策が重
要であるため。

河川への水質汚濁防止対
策

5 鳥取
道
路

駟馳山バイパス福部IC第2改良
工事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

道路改良L=500m
路体盛土　V=5,000m3
路床盛土　V=2,000m3
排水構造物　N=1式

本工事は路体盛土が主体であり、路体盛土の
品質向上に関する施工計画が重要となる。

路体盛土の品質管理の向
上に関する技術的所見

6 鳥取
道
路

鳥取西道路高住外仮設備工事 維持修繕 －

道路土工　V=3,000m3
土留・仮締切工　N=８
基
伐採工　N=１式

クレーン作業による、矢板引き抜き時の事故防
止が重要である。

矢板引き抜き時の安全対
策に関する留意事項

7 鳥取
道
路

国道５３号市瀬歩道整備工事 一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

大型ブロック積
A=530m2
張ブロック　A=110m2
仮設工（親杭横矢板）
１式
仮設工（河川ヤード）
１式

事業の目的は、現況で鳥の巣橋からバス停ま
で歩道が無いために。歩道を新設する工事で
ある。
尚、本件は現道工事であることから通過交通
への安全対策とする。

通過交通への安全対策

8 鳥取
道
路

国道２９号道の駅若桜改修工事 建築工事 D

発電機室　1棟
屋外排水設備　1式
舗装　1式
電気設備（予備発を除
く）　1式
機械設備　1式

本工事は、鉄骨を主体とする建築工事であり、
鉄骨工事において品質・出来形等の確保が重
要であるため。

鉄骨工事の施工管理

9 鳥取
道
路

道の駅若桜予備電源設備工事
受変電設備工

事
－

①電気関係　発発　１
式、燃料タンク　１式

「道の駅」の防災拠点化を目指し①予備電源
の確保②生活水の確保③防災用トイレの確保
が必要であるが、本工事の対象は、①である。

機器運搬・搬入・据付時に
おける留意点

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑦
情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

事
務
所
名

区
分

工事名

工
事
種
別

ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性
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工
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⑦
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務
所
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ラ
ン
ク

工事概要 工事の特性

10 鳥取
道
路

国道９号浜村橋塗替工事 塗装 －
現場塗装工
浜村橋Ａ＝4,000m2

本工事は、海岸沿いにある橋梁の塗替工事で
あり、ケレンの実施状況により塗装寿命への影
響が大きく、その対策が重要である。

ケレンを行う際に配慮すべ
き留意事項

11 鳥取
道
路

国道９号永江川橋塗替工事 塗装 －

現場塗装工
永江川橋(上り)Ａ＝
1,100m2
永江川橋(下り)Ａ＝
1,100m2

本工事は、海岸沿いにある橋梁の塗替工事で
あり、ケレンの実施状況により塗装寿命への影
響が大きく、その対策が重要である。

ケレンを行う際に配慮すべ
き留意事項

12 鳥取
道
路

国道９号秋里橋塗替工事 塗装 －
現場塗装工
秋里橋Ａ＝9,000m2

本工事は、遊水池および公園上にある橋梁の
塗替工事であり、ケレン屑及び塗料等の飛散・
落下は周辺への影響が大きく、その対策が重
要である。

ケレン屑及び塗料等の飛
散・落下対策

13 倉吉
道
路

米子道路淀江トンネル照明設備
工事

電気設備 B
トンネル照明更新
　L＝1199m

本工事は、淀江トンネルにおけるトンネル照明
更新工事であり、高所、暗所での作業であるこ
とから、施工時の第三者に対する安全対策に
配慮する必要がある。

トンネル照明施工時の第
三者に対する安全対策

14 倉吉
道
路

古川沢外反射板撤去工事 通信設備 － 反射板撤去　2面

本工事は、倉吉河川国道事務所管内に設置し
てある反射板の撤去工事であり、撤去する反
射板は人力作業で解体する必要があることか
ら、安全対策に対する配慮が必要である。

解体作業における安全対
策

15 倉吉
道
路

中山名和道路住吉西改良工事 一般土木
C
+
D

掘削　１式
盛土　１式
法面工　１式
Ａｓ舗装工　１式
排水構造物　１式

　施工箇所周辺は、田・畑があり、盛土施工時
に粉塵が飛散し作物や農作業従事者への影
響が考えられることから、防塵対策が必要であ
る。

盛土施工時の周辺農地へ
の防塵対策

16 倉吉
道
路

中山名和道路樋口道路付属物工
事

維持修繕 -
立入防止柵工
　L≒4,000m
道路付属施設工　1式

　国道９号中山名和道路のうち、西伯郡大山
町八重～石井垣地内における道路付属物工
事である。
　工事の主体は、官民境界における立入防止
柵等の道路付属施設の施工であり、境界沿い
に設置するためには適切な出来型管理が重要
である。

官民境界における構造物
の出来型管理

17 倉吉
道
路 名和淀江道路豊成外法面工事 法面処理 -

植生基材吹付
A=8,000m2
種子散布
A=7,000m2

　名和淀江道路事業地内（西伯郡大山町豊成
地内）における法面工事である。
　工事の主体が植生基材吹付工であり、技術
的な工夫の余地が小さい工事である。

　植生基材吹付における
出来形管理の手法につい
て

18 倉吉
道
路

名和淀江道路倉谷外法面工事 法面処理 -

植生基材吹付
A=12,000m2
種子散布
A=5,000m2

　名和淀江道路事業地内（西伯郡大山町倉谷
地内）における法面工事である。
　工事の主体が植生基材吹付工であり、技術
的な工夫の余地が小さい工事である。

　植生基材吹付における
出来形管理の手法につい
て
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工事概要 工事の特性

19 倉吉
道
路

名和淀江道路豊成外道路付属物
設置工事

維持修繕 -
立入防止柵工
L=2,000m
道路付属施設工　1式

　国道９号名和淀江道路のうち、西伯郡大山
町豊成～倉谷地内における道路付属物工事
である。
　工事の主体は、官民境界における立入防止
柵等の道路付属施設の施工であり、境界沿い
に設置するためには適切な出来型管理が重要
である。

官民境界における構造物
の出来型管理

20 倉吉
河
川

天神川秋喜地区河川防災ステー
ション場内整備工事

一般土木
Ｃ
＋
Ｄ

舗装工　A＝約6000m2
縁石工　Ｌ＝約300m
防護柵工　１式
備蓄資材整備　１式

　本工事は、天神川河川防災ステーションの場
内整備工事である。
　工事内容は舗装工が主体となるが、アスファ
ルト舗装の品質を確保する上で、品質・運搬及
び舗設について十分に配慮することが重要で
ある。

アスファルト舗装施工にお
いて配慮する事項

21 倉吉
河
川 天神川河戸橋撤去外工事 一般土木

Ｃ
＋
Ｄ

旧橋撤去工　１式
掘削工　　　　１式

　本工事は、天神川本泉地先における河戸橋
の撤去及び河床掘削を実施する工事である。
　工事は河道内での工事となるため、汚濁水
が河川に流れ込むと漁業に影響がでることか
ら、濁水対策が重要となる。

河川への水質汚濁防止対
策

22 日野川
河
川 日野川堰放流警報設備工事 通信設備 - 放流警報局設備 ： 3局

本工事は、日野川堰放流警報設備の更新
に伴う機器の製作・設置を行う工事であり、
機器の入替時は放流警報設備の監視制御
が出来なくなるため、機器入替時の留意点
とその対応が重要である。

機器の入替時における留
意事項
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績
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1 鳥取 鳥取管内橋梁補修設計業務
土木関係
建設コンサルタント業
務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内
における橋梁点検を行った結果、補修
の必要が認められた橋梁について、補
修設計を行うものである。

橋梁寿命化に配慮した設計方法につい
て（コスト耐久性を考慮した設計）

減
点

2 鳥取 鳥取管内道路防災設計業務
土木関係
建設コンサルタント業
務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内
における防災設計を行うものである。

工法比較する上で留意すべき事項につ
いて

減
点

3 鳥取 鳥取橋梁耐震補強設計業務
土木関係
建設コンサルタント業
務

本業務は、鳥取河川国道事務所管内
における橋梁耐震補強の設計を行うも
のである。

工事のコスト縮減を図るための手法に
ついて

減
点

4 倉吉
天神川木地山砂防堰堤外測量設
計業務

土木関係建設
コンサルタント業務

　 本業務は、大山山系直轄砂防事業
区域で計画している砂防施設の予備設
計を行うものである。

最適案の選定や施工計画の検討を適
切に行うための現地条件把握上の留
意点について

減
点

評価テーマ②評価テーマ①

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

業
務
に
関
す
る
知
識

業
務
量
把
握

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

評価テーマに対する技術提案

業
務
成
績

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

実
施
手
順

予定管理技術者の経験・能力 照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

C
P
D

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

表
彰
経
験

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

保
有
資
格

保
有
資
格

地
域
精
通
度

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

評
価
テ
ー
マ

公
示

（
月

）

入札参加者を決定するための評価項目

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

落札者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

合
 
 

計

予定技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

実施方針・フロー・工程表等

合
 
 

計

専
門
技
術
力

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
駟馳山バイパス構造物詳細設
計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係
建設コンサルタント業務

　本業務は、一般国道９号駟馳山バイ
パスのうち鳥取県岩美郡岩美町河崎
地区～鳥取市福部町湯山地区におい
て、構造物の詳細設計を行うものであ
る。

減
点

2 鳥取
鳥取西道路外電気室詳細設計
業務
価格点と技術点の比率　１：１

建築関係
建設コンサルタント業務

　本業務は駟馳山バイパス及び鳥取西
道路のトンネル電気室における建築・
建築設備の実施設計及び積算他を行
う業務である。

減
点

3 鳥取
鳥取管内トンネル点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係
建設コンサルタント業務

鳥取河川国道事務所管内におけるトン
ネル点検　N=１１箇所を行う。

減
点

4 鳥取
鳥取管内情報BOX点検業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係
建設コンサルタント業務

国道２９号他の情報BOXの点検・台帳
整備資料作成

減
点

5 鳥取
鳥取河川国道事務所業務継続
計画修正業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサル
タント

本業務は、鳥取河川国道事務所の業
務継続計画を見直す業務である。

減
点

6 鳥取
鳥取西道路外電気通信設備設
計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサル
タント業務

本業務は、鳥取西道路（３期区間）の電気
通信設備の概略設計を行うものである。

減
点

7 鳥取
駟馳山バイパス機械設備詳細
設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサル
タント業務

　本業務は、駟馳山バイパスの機械設備の
詳細設計を行うものである。

減
点

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

予定技術者の経験・能力 実施方針・フロー・工程表等

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

合
 
 

計

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

専
門
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

公
示

（
月

）

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

C
P
D

保
有
資
格

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
鳥取西道路大満高架橋詳細設計
業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係
建設コンサルタント
業務

　 本業務は、一般国道9号鳥取西道路のう
ち鳥取県鳥取市大桷地内において、橋梁
詳細設計を行うものである。

Ａ２橋台付近の民家への環境に配慮
すべき事項

4月27日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0
数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

100 1.0 4.0 1.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.0 4.0 4.0 3.0 - 6.0 6.0 5.0 5.0 - - - - 60

0 0

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

評価テーマ①

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

実
施
フ
ロ
ー

業
務
に
関
す
る
知
識

業
務
理
解
度

業
務
量
把
握

実
施
手
順

表
彰
経
験合

 
 

計

予定技術者の経験・能力

保
有
資
格

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案

合
 
 

計

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定管理技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

評価テーマ②

照査技術者の経験・能力

実施方針・フロー・工程表等

専
門
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
成
績

C
P
D
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事故
等

成績・
表彰
等

専任
制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 倉吉
米子都市圏道路網計画
検討業務

土木関係建設コンサ
ルタント関係

本業務は、米子都市圏の道路
網において、現況の交通特性
を把握し、現況及び将来におけ
る道路交通等の問題点や課題
の抽出及び分析を行い、道路
網・路線計画の検討を行うもの
である。

米子都市圏における道
路網及び路線計画の検
討を行う上での着眼点

５月９日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

2 倉吉
倉吉管内道路行政マネ
ジメント検討業務

土木関係建設コンサ
ルタント関係

本業務は、鳥取県中部地域に
おける道路の必要性について
検討及び整理を行うほか、山
陰道の供用により地域に与え
る効果の把握を行う。

鳥取県中西部地域の山
陰道供用による効果を
取りまとめるうえでの着
眼点

５月９日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

3 倉吉
天神川水系流域土砂管
理検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

・計画準備　1式
・天神川下流部侵食に対する
調査・検討　1式
・土砂動態モニタリング調査　1
式
・土砂管理の方向性の検討　1
式
・海岸の変遷実態整理　1式

天神川下流部において河
床低下が生じている要因
を把握するための現地調
査手法及び解析検討につ
いて

５月１７日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

4 倉吉
天神川水系浸水想定他
検討業務

土木関係建設
コンサルタント業務

・計画準備　1式
・資料収集整理　1式
・浸水想定検討　1式
・重要水防箇所等に関する資
料見直し　1式
・事業評価検討　1式
・津波による水防警報区間検
討　1式

重要水防箇所を見直す上
での検証事項と留意点に
ついて

５月８日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事
項

）

整
合
性

地
域
精
通
度

業
務
成
績

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

地
域
精
通
度

保
有
資
格

Ｃ
Ｐ
Ｄ

表
彰
経
験

保
有
資
格

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用

技術提案書提出者を決定するための評価項目

資格・実績等

業
務
成
績

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
成
績

特
定
日

表
彰
経
験

専任制

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

業
務
成
績

企業の経験・能力

資格・実績

直
接
的
な
雇
用

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

★　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力
予定照査技術者の経験・能

力

実施
体制

合
 
 

計

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

実施方針・実施フロー・工程
等

業務計画の適切性

合
 
 

計

テーマ１の提案内容 テーマ２の提案内容

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
理
解
度

実
施
手
順

資格・実績 成績・表彰 資格・実績

表
彰
経
験




